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◎ 発言順位 

 

１ 未 来 創 政 会（金森 一郎）……１ 

２ 自由民主党高岡市議会議員会（薮中 一夫）……３ 
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発言順位 １ 

議席番号 氏   名 所   属 

22 金森 一郎 未来創政会 

 

通    告    事    項 備   考 

 

１ 安全、安心のまちづくり、防災、減災、国土強靭化への取組につい

て 

 

(1) 令和６年能登半島地震について、本市としてどのように捉えてい

るか。 

 

(2) 被災した市民への支援をはじめ、どのように復興を進めるのか。 

 

(3) 液状化対策について、今後どのように進めるのか。 

 

(4) 上下水道や道路など、被害を受けた本市のインフラを復旧するた

めのロードマップを策定しては。 

 

(5) 長丁場になる復旧は組織体制とリーダーシップが重要であると考

えるが、見解は。 

 

２ 令和６年度当初予算編成について 

 

(1) 合併後、最大の予算規模となる点について、見解は。 

 

(2) 歳入確保については、どのように考えているのか。 

 

(3) 新年度予算編成において、特に注力したところは。 

 

(4) 「高岡を前へ進める具体策のロードマップ」の進捗状況は。 

 

３ 活力ある産業の育成に向けて 

 

(1) 震災復興にあたり、高岡の産業基盤の強化に取り組むべきでは。 

 

(2) 高岡の立地環境を生かし、本市アルミ産業の強化を進めては。 

 

(3) 伝統工芸品や高岡のものづくり技術を生かした新商品等の海外販

路拡大を進めては。 

 

(4) 人手不足、担い手不足解消に向けＵＩＪターンのさらなる取組を

進めては。 

 

(5) 北陸新幹線金沢－敦賀間開業に向けて 
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通    告    事    項 備   考 

 

① 本市への観光誘客の取組は。 

 

② 関西圏の産業や観光との結びつきを強化しては。 

 

③ 第２の開業の時期をとらえ、新高岡駅のさらなる魅力向上を図

っては。 

 

４ 持続可能なまちづくりに向けて 

 

(1) サーキュラ―シティ推進に向けた方策は。 

 

(2) 城端線・氷見線の利用促進に向けた今後の取組は。 

 

(3) 本市の行財政改革について 

 

① 窓口ＤＸのさらなる推進に向けた取組は。 

 

② 新年度の組織改編の方針とそのねらいは。 

 

③ 持続可能な地域自治とその活性化を図るため、さまざまな事業

を効果的に活用できるようにしては。 

 

５ 公共施設のあり方について 

 

(1) 学校再編に伴う跡地利用の進捗状況は。 

 

(2) 文化活動の拠点施設の今後のあり方について、見解は。 

 

(3) スポーツ施設の今後のあり方について、見解は。 

 

６ 医療・福祉について 

 

(1) 新年度の福祉支援体制の方針は。 

 

(2) 市民の健康増進に向けた取組は。 

 

(3) 今後の市民病院の充実に向けた取組は。 
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発言順位 ２ 

議席番号 氏   名 所   属 

16 薮中 一夫 自由民主党高岡市議会議員会 

 

通    告    事    項 備   考 

 

・ 令和６年能登半島地震の被災を受けて 

 

(1) 教訓と対応について 

 

① 令和６年能登半島地震の発災以後、被災者支援・復旧対策本部

に移行するまでの危機管理課と災害対策本部の対応と課題は。 

 

② 災害対策本部と、国・県、警察や消防、地域の防災士との連携

状況について、見解は。また、連携強化に向けた課題は。 

 

③ 高岡市地域防災計画などの見直しを迅速に行う必要があると考

えるが、見解は。 

 

④ 市長のメッセージが少ないとの市民の声に対して、市民の心の

支えとなる事とはどのように考えているのか。 

 

(2) 復旧・復興について 

 

① 被災者の心身への影響についての対応は。 

 

② 液状化現象の影響への対応は。 

 

③ 本格的な復旧に向けたスケジュールは。 

 

④ 復旧・復興の取組について、きめ細かく情報発信すべきと考え

るが、見解は。 

 

⑤ 今後の地域コミュニティの維持に向けた支援は。 

 

⑥ 復興に向けたビジョンを早期に示すべきと考えるが、見解は。 

 

(3) 行財政運営について 

 

① 復旧・復興が最優先事項と考えるが、新年度当初予算をどのよ

うな考えで編成したのか。 

 

② 財政調整基金の取り崩しなど、市の自主財源の投入と市独自の

施策創設を念頭に、復旧・復興予算の拡充を図るべきと考えるが、

見解は。 
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通    告    事    項 備   考 

 

③ 復旧・復興に必要な事業費を積み上げ、支援メニューの拡充案

を国へ提案すべきと考えるが、見解は。 

 

④ 今回の地震により、多額の財政出動が必要となり、高岡市総合

計画をはじめとする各計画に影響を及ぼすことが懸念されるが、

今後の行財政運営についての見解は。 

 

(4) 復興に向けた産業振興について 

 

① 北陸新幹線金沢－敦賀間開業を契機とした観光施策に、県の「北

陸・とやま応援事業」や国の「北陸応援割」に呼応した、本市復

興の観点を盛り込んだ追加支援策が必要と考えるが、見解は。 

 

② 能登半島地震で被害を受けた事業者に対し、国や県では「なり

わい再建支援補助金」等の支援策を出しているが、本市独自の復

興支援への考えは。 

 

③ 春の通水以降、農業用水路など、農業用施設の被害が新たに明

らかになった場合の支援策の考えは。 

 

④ 地域経済活動の拠点となる伏木港の港湾施設の被災状況は。ま

た、速やかな復旧に向けた取組について、国や県に働きかけるべ

きと考えるが、見解は。 

 

(5) 震災の経験を生かした今後の公共施設、インフラのあり方につい

て 

 

① 耐震基準を満たしていない市役所本庁舎の整備方針をできるだ

け早く明らかにすべきと考えるが、見解は。 

 

② 今般の地震被害が、小中学校の再編統合に及ぼす影響は。 

 

③ 被害を受けた体育施設がある中で、持続可能なまちづくりに必

要とされる体育・スポーツ施設のあり方は。 

 

④ 市内の文化財の被害状況は。また、歴史都市高岡として、文化

財の復旧対策と今後のスケジュールは。 

 

⑤ 水道・下水道施設の今後の防災・減災対策として、「高岡市上下

水道ビジョン」に掲げる危機管理対策の総事業費は。また、前倒

しで実施する必要があると考えるが、見解は。 

 

⑥ 能越自動車道のさらなる整備促進は、中部・北陸地域の防災・

減災、国土強靭化に資する最重要項目であると考えるが、見解は。 

 


